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－明治大学平和教育登戸研究所資料館見学一
2024年3月9日（土）

登戸研究所とは

登戸研究所は、戦前に旧日本陸軍によって開設された研究所です。秘密戦兵器・資材を研究・開発

していました。正式名称は第九陸軍技術研究所ですが、研究・開発内容を決して他に知られてはいけ

なかったために、 「登戸研究所」と秘匿名でよばれていました。

登戸研究所は、アジア太平洋戦争において秘密戦の中核を担っており、軍から重要視された研究所

でありましたが、終戦とともに閉鎖されました。その後、 1950年代に登戸研究所跡地の一部を明治

大学が購入し、現在の明治大学生田キャンパスが開設されました。

陸軍登戸研究所関係年表

年

1919(大正8)年

1922(大正l1)年

1931(昭和6)年

1935(昭和10)年

1936(昭和11)年

事項

勅令第110号により陸軍科学研究所が発足

陸軍科学研究所が現在の新宿区戸山ケ原に移転

満州事変勃発

昭和天皇が新宿区戸山ケルj(の陸軍科学研究所に行幸

1936年に入り、陸軍科学研究所が憲兵資材の提供を始める

日独防共協定が成立

If1l(科学研究所、嘔波兵器研究を開始（く号兵器）

1937(昭和12)年6月～12月に登戸実験場への移転作業開始

日中戦争始まる

参謀本部第八課（謀略狐）設握

南京を占領

雷雲を利用した兵器の開発開始

日本軍、武漢を占領したが、戦争遂行の見通しを失い、長期持久戦へ

この頃参謀本部、対支経済謀略実施計画（杉工作）を案出

第二次世界大戦勃発

登戸出張所と改称（通称・登戸研究所）

1940年に入り、登戸研究所、ザンメル印刷機をドイツから購入

日本の支援を得て、南京に汪兆銘政権が成立

スパイ養成所として陸軍中野学校設立

日本軍、北部仏印への進駐を開始

日独伊三国同盟成立

1941年に入り、登戸研究所、本格的に偽札製造をおこなう

「満州|EI」の731部隊や日本坦占敞地で登戸研究所の所員が人体実験を

行う

陸軍技術本部第九研究所と改称

独ソ樅始まる

月日

4月12日
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1937(昭和12)年

1938(昭和13)年

1939(昭和14)年

1940(昭和15)年
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1941(昭和16)年

6月

6月22日








